
　７月 13 日、四国森林管理局はＪＩＣＡと合同で「ケニアと日本における

公有林の生態系保全」を主題とした国際シンポジウムを開催しました。

 【詳細は 2頁】
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七
月
十
三
日
、
四
国
森
林
管

理
局
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
合
同
で

「
ケ
ニ
ア
と
日
本
に
お
け
る
公

有
林
の
生
態
系
保
全
」
を
主
題

と
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
ケ
ニ

ア
森
林
公
社
職
員
な
ど
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
修
生

六
名
の
ほ
か
、
四
国
森
林
管
理

局
、
高
知
大
学
、
高
知
県
庁
、

牧
野
植
物
園
な
ど
か
ら
約
四
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ケ
ニ
ア

森
林
公
社
職
員
は
全
員
が
地
方

組
織
に
所
属
し
、
日
本
で
い
う

と
こ
ろ
の
森
林
管
理
局
、
森
林

管
理
署
と
同
様
の
組
織
に
所
属

し
て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
の
内
容
と
し
て
、

ケ
ニ
ア
に
お
け
る
森
林
被
害
に

対
す
る
質
問
で
は
、
ア
フ
リ
カ

ゾ
ウ
に
よ
る
も
の
が
多
い
が
、

食
害
で
は
な
く
移
動
に
よ
る
踏

み
つ
け
に
よ
り
倒
れ
る
も
の
が

多
い
こ
と
。
こ
れ
に
加
え
て
、

放
牧
さ
れ
て
い
る
ヤ
ギ
に
よ
る

食
害
が
大
き
く
、
ヤ
ギ
対
策
と

し
て
樹
木
の
幹
の
周
囲
に
枝
等

を
巻
き
付
け
て
い
る
こ
と
。
ま

た
最
近
、
ケ
ニ
ア
で
植
林
が
始

ま
っ
た
セ
ン
ダ
ン
に
係
る
質
問

で
は
、
日
本
で
は
成
長
の
早
さ

に
注
目
し
た
の
に
対
し
、
ケ
ニ

ア
で
は
乾
燥
へ
の
強
さ
に
着
目

し
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
収
穫

は
七
年
～
一
五
年
が
想
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
ケ
ニ

ア
の
森
林
管
理
に
お
け
る
市
町

村
の
役
割
に
係
る
質
問
に
つ
い

て
は
、
ケ
ニ
ア
で
は
二
〇
一
〇

年
の
憲
法
改
正
に
よ
り
四
十
七

の
州
政
府
が
設
置
さ
れ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
は

整
備
途
中
で
あ
る
た
め
、
森
林

公
社
が
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ケ
ニ
ア
側
か
ら
の
意

見
と
し
て
、
森
林
率
が
高
い
日

本
に
お
い
て
木
材
輸
入
が
高
い

理
由
や
、
特
に
私
有
林
に
お
け

る
公
益
的
機
能
の
発
揮
の
た
め

の
実
効
的
な
施
策
等
に
係
る
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、

日
本
は
こ
れ
ま
で

努
力
し
て
立
派
な

森
林
資
源
を
育
て

て
き
た
が
、
今
後

は
、
林
業
を
担
う

人
材
に
も
っ
と
視

点
を
当
て
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
後
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
修
生
を
招
い

た
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ら

ぬ
、
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、

夜
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

夜
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
四
国
森
林
管
理
局
が

       

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
　
　
　   

　〈
四
国
森
林
管
理
局
〉
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六
月
二
十
五
日
、
香
南
市
立

野
市
小
学
校
の
第
一
〇
回
環
境

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
催
さ
れ
、

そ
の
中
で
局
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

森
林
・
木
工
教
室
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
「
環
境
に
関
わ

る
学
習
を
児
童
が
保

護
者
と
共
に
学
ん
だ

り
、
体
験
す
る
こ
と

で
、
環
境
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
て
お
り
、

四
国
森
林
管
理
局
の

参
加
は
三
回
目
と
な

り
ま
す
。
多
く
の
講
座
の
中
か

ら
、
今
回
は
、
「
木
工
ク
ラ
フ

ト
を
通
し
て
木
材
の
よ
さ
を
知

り
、
森
林
の
役
割
に
つ
い
て
考

え
る
。
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
二

年
生
か
ら
四
年
生
の
二
十
五
名

の
児
童
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
「
森
林
の
働
き
」
に

つ
い
て
ク
イ
ズ
形
式
で
児
童

達
に
出
題
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ク
イ
ズ
の
内
容
に
関
連
し

て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し

た
浸
透
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

山
の
土
と
、
砂
を
つ
め
た
二
つ

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
、
上
か
ら

水
を
か
け
て
い
く
と
、
砂
の
方

か
ら
一
気
に
水
が
流
れ
出
た
の

で
、
「
オ
～
ッ
」
と
歓
声
が
起

こ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
一
番
堅
い

木
（
コ
ク
タ
ン
）
と

一
番
柔
ら
か
い
木
（
バ

ル
サ
）
と
身
近
な
木

製
品
エ
ン
ピ
ツ
が
水

を
張
っ
た
水
槽
に
浮

く
か
、
沈
む
か
を
見

て
も
ら
い
、
木
で
も

沈
む
種
類
が
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
児
童
達

に
実
際
に
目
で
見
て
試
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
関
心
を
と
て
も

引
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

木
工
教
室
は
、
一
四
種
類
も

の
作
品
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
含

め
た
八
名
で
の
指
導
と
、
父
兄

の
協
力
に
よ
り
、
頑
張
っ
て
全

員
が
時
間
内
に
素
敵
な
作
品
を

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

早
く
完
成
し
た
子
は
、
さ
ら

に
、
定
番
の
工
作
「
ジ
ー
ジ
ー

ゼ
ミ
」
を
作
製
し
、
作
製
に
時

間
一
杯
か
か
っ
た
子
に
は
完
成

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

「
ジ
ー
ジ
ー
ゼ
ミ
」
は
木
工
作

品
同
様
に
た
い
へ
ん
人
気
で
、

森
林
教
室
の
様
子

上
手
に
出
来
る
か
な

　
親
子
行
事

　
『
野
市
小
学
校
　
環
境
フ
ェ
ス

    

　
　
　
テ
ィ
バ
ル
で
出
前
講
座
』

　
　
　
　
　
　
　〈
技
術
普
及
課
〉
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ず
っ
と
鳴
ら
し
て
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
余
裕
の
あ
る
児

童
に
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
遊
ん

で
も
ら
い
、
木
の
お
も
ち
ゃ
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

今
回
も
、
児
童
た
ち
は
最
後

ま
で
熱
心
に
話
を
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
「
森

林
」
に
ま
す
ま
す
興
味
・
関
心

を
も
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　

七
月
十
四
日
、
愛
媛
県
庁
に

お
い
て
、
二
八
年
度
の
愛
媛
県
・

四
国
森
林
管
理
局
林
政
協
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
四
国
局
木

村
業
務
管
理
官
か
ら
「
愛
媛
県

の
森
林
・
林
業
政
策
の
課
題
解

決
に
向
け
て
民
国
が
連
携
協
力

を
す
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
、
愛
媛
森

林
管
理
署
、
愛
媛
県
よ
り
取
組

の
概
要
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

後
、
愛
媛
県
内
の
民
国
共

通
の
検
討
課
題
で
あ
る
「
主

伐
・
再
造
林
に
向
け
た
苗
木
生

産
」
、
「
愛
媛
県
内
の
木
材
安
定

供
給
」
、
「
林
業
事
業
体
等
の
担

林
政
協
議
会
の
様
子

愛
媛
県
と
の

林
政
協
議
会
開
催

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉
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い
手
対
策
」
、
「
森
林
認
証
の
普

及
」
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
ド
ロ
ー
ン
の
取
組
に

つ
い
て
、
愛
媛
署
丸
田
地
域
林

政
調
整
官
が
実
物
を
見
て
も
ら

い
な
が
ら
、
操
作
方
法
と
今
後

の
業
務
へ
の
活
用
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ド
ロ
ー

ン
に
つ
い
て
は
県
関
係
者
の
関

心
も
高
く
、
検
討
会
等
の
開
催

を
依
頼
さ
れ
る
等
、
今
後
更
に

関
係
者
が
連
携
し
よ
り
効
果
的

な
活
用
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

七
月
十
五
日
、
四
国
局
と
愛

媛
大
学
と
の
連
携
協
定
の
一

環
と
し
て
、
農
学
部
森
林
資
源

学
コ
ー
ス
三
回
生
二
一
名
に
対

し
、
国
有
林
の
現
地
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

四
国
局
木
村
業
務
管
理
官
か
ら

「
本
日
の
現
地
説
明
会
が
皆
さ

ん
の
進
路
や
研
究
テ
ー
マ
の
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
相あ

い

な

や

ま

名
山
国

有
林
二
〇
林
班
の
森
林

整
備
事
業
（
保
育
間
伐

活
用
型
）
の
現
場
に
て
、

丸
田
地
域
林
政
調
整
官

が
事
業
概
要
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
請
負
事
業
体
の

（
株
）
い
ぶ
き
の
白
川

部
長
か
ら
森
林
作
業
道

の
作
設
、
伐
倒
、
造
材
、

運
材
ま
で
の
一
連
の
作

業
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
実
演
で
は
ス
ギ
立

木
が
伐
倒
さ
れ
る
度

に
学
生
か
ら
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
面お

も
ご
や
ま

河
山
国

有
林
一
二
林
班
の
面
河

四
国
カ
ル
ス
ト
自
然
休

養
林
内
に
移
動
し
、
国

有
林
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
制
度
に
つ
い
て
中
井
総
括
森

林
整
備
官
よ
り
説
明
を
う
け
、

自
然
休
養
林
内
の
歩
道
を
散
策

し
て
、
雄
大
な
原
生
林
と
清
流

に
触
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
（
株
）
久
万
木
材

市
場
に
て
、
国
有
林
材
の
販
売

制
度
等
に
つ
い
て
牛
尾
主
任
森

林
整
備
官
が
説
明
を
行
う
と
と

も
に
、
自
動
選
別
機
に
よ
る
木

材
の
選
別
・
仕
分
け
状
況
等
に

つ
い
て
久
万
木
材
市
場
の
成
川

社
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
移
動
中
の
バ
ス
内

で
も
、
川
畑
署
長
か
ら
入
庁

案
内
、
本
田
森
林
技
術
指
導

挨
拶
す
る
木
村
業
務
管
理
官

生
産
現
場
で
の
造
林
作
業
見
学

愛
媛
大
学
生
へ
の
森
林
・

林
業
現
地
説
明
会
開
催

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉
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連
絡
調
整
会
議
の
様
子

進
協
定
」
に
基
づ
く
森
林
共
同

施
業
団
地
の
連
絡
調
整
会
議

を
、
七
月
二
六
日
協
定
者
の
森

林
整
備
セ
ン
タ
ー
松
山
水
源
林

整
備
事
務
所
関
係
者
、
四
国
局

及
び
当
署
関
係
者
が
参
加
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
共
同
施
業
団
地

は
、
当
署
土
居
森
林
事
務

所
部
内
の
佐
々
連
尾
山

国
有
林
一
〇
四
三
林
班

（
一
九
六
ha
）
と
隣
接
す

る
水
源
林
造
成
事
業
地

（
一
〇
〇
ha
）
の
合
計

二
九
六
ha
を
設
定
し
た

も
の
で
す
。

　

会
議
で
は
、
昨
年
度

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
の
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
計
画
及
び
今
後

の
課
題
等
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

現
地
に
お
い
て
は
、
森
林
共

同
施
業
団
地
全
体
の
区
域
確
認

と
民
有
林
側
の
森
林
作
業
道
の

計
画
路
線
の
遠
望
を
行
い
、
来 幅

員
の
確
認
状
況

久
万
木
材
市
場
で
の
見
学

　

平
成
二
七
年
、
三
月
に
締
結

し
た
「
赤
羅
木
山
・
大
モ
リ
・

佐
々
連
尾
山
地
域
森
林
整
備
推

自
然
休
養
林
内
で
の
説
明

官
か
ら
四
国
局
の
業
務
概
要

の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
愛

媛
大
Ｏ
Ｇ
の
毛
利
技
官
か
ら

入
庁
後
の
体
験
談
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
盛
り
沢
山
の
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
現
地
説
明
会

の
模
様
に
つ
い
て
は
地
元
新
聞

紙
に
掲
載
さ
れ
、
当
署
の
取
組

を
広
く
県
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

森
林
共
同
施
業
団
地

連
絡
調
整
会
議
を
開
催

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

年
度
以
降
の
線
形
に
つ
い
て
協

議
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
に

開
設
中
の
森
林
作
業
道
の
現
場

に
お
い
て
幅
員
や
ヘ
ア
ピ
ン

カ
ー
ブ
の
作
設
状
況
等
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
二
年
目
に
入

り
、
民
有
林
・
国
有
林
そ
れ
ぞ

れ
に
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
お
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六
月
二
十
七
日
、
愛
媛
県
松

野
町
立
松
野
西
小
学
校
の
四
年

生
十
八
名
を
対
象
に
、
森
林
の

働
き
や
校
庭
に
あ
る
樹
木
の
名

前
や
特
徴
を
調
べ
て
、
樹
木
名

板
や
樹
木
の
立
て
札
を
製
作
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
樹
木

へ
の
感
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
本
年
度
第
一
回
目
の
森
林

環
境
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
し
た
後
、
大
切
な
自
然

の
一
つ
で
あ
る
「
森
林
の
働
き
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

説
明
の
後
、
校
庭
で
実
際
に

生
え
て
い
る
三
十
三
種
の
樹
木

の
観
察
を
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、

樹
木
の
前
で
は
、
木
の
名
前
や

特
徴
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
た

後
、
教
室
で
、
ヒ
ノ
キ
の
樹
木

名
板
に
、
ポ
ス
タ
ー
カ

ラ
ー
で
科
名
と
和
名
を

書
き
、
余
白
に
は
、
思

い
思
い
の
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
て
樹
木
名
板
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
出
来

上
が
っ
た
樹
木
名
板

は
、
児
童
の
手
で
早
速
、

校
庭
の
樹
木
に
取
り
付

け
ら
れ
ま
し
た
。 

　

七
月
六
日
に
は
、
同

じ
く
、
四
年
生
十
八
名

が
、
第
二
回
目
の
森
林

環
境
教
育
と
し
て
木
工

ク
ラ
フ
ト
製
作
を
行
い

ま
し
た
。

　

始
め
に
、
木
材
は
軽

く
て
丈
夫
な
こ
と
や

加
工
し
や
す
い
こ
と
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活

用
品
に
使
わ
れ
、
私
達

の
暮
ら
し
を
快
適
に
し

て
く
れ
る
す
ば
ら
し
い
も
の
で

あ
る
こ
と
、
き
ち
ん
と
手
入
れ

を
す
れ
ば
千
年
以
上
も
の
耐
久

性
の
あ
る
建
物
も
で
き
る
こ
と

な
ど
、
木
の
良
さ
や
特
性
等
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

刃
物
や
道
具
を
使
っ
て
の
自

互
い
が
連
携
協
議
し
て
少
し
づ

つ
で
も
事
業
を
前
進
さ
せ
る
と

と
も
に
、
愛
媛
県
内
の
民
国
連

携
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。年

間
を
通
し
た

　
森
林
環
境
教
育

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

校
庭
の
樹
木
学
習
の
様
子

由
製
作
で
は
、
道
具
の
使
用
方

法
や
製
作
時
の
注
意
点
に
つ
い

て
説
明
を
う
け
た
後
、
パ
ン
ダ
、

カ
ニ
、
タ
ヌ
キ
、
ネ
コ
な
ど
の

か
わ
い
い
サ
ン
プ
ル
を
見
た
子

供
達
は
、
作
り
た
い
も
の
を
決

め
、
一
生
懸
命
に
ミ
ズ
メ
や
ヒ

樹
木
名
板
出
来
た
よ
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各
県
担
当
者
よ
り
平
成

二
八
年
度
の
各
県
毎
の

新
規
・
重
点
事
業
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
各
県
木

材
協
会
等
代
表
か
ら
本

年
度
の
重
点
事
業
に
つ

い
て
、
全
国
木
材
組
合

連
合
会
の
島
田
副
会
長

か
ら
木
材
産
業
の
中
央

情
勢
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
情
報
交
換
に
移
り
、

各
県
毎
の
原
木
生
産
量
、
木
材
・

木
製
品
出
荷
額
の
現
況
や
木
材

輸
出
状
況
な
ど
他
県
へ
の
問
い

合
わ
せ
事
項
等
に
つ
い
て
報
告

が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告

　

七
月
二
〇
日
、
松
山
市
内
に

お
い
て
、
平
成
二
八
年
度
四
国

四
県
木
材
協
会
等
団
体
長
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
四
国
四

県
よ
り
各
県
担
当
者
、
各
県
木

材
協
会
、
全
国
木
材
組
合
連
合

会
等
代
表
者
が
参
加
し
、
四
国

局
か
ら
は
田
口
森
林
整
備
部

長
、
吉
良
企
画
官
、
川
畑
署
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
田
口
森
林
整
備

部
長
よ
り
平
成
二
八
年
度
の
四

国
局
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
、

木
工
ク
ラ
フ
ト
製
作
の
様
子

に
対
し
て
活
発
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
る
な
ど
有
意
義
な
意
見

交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
香
川
県
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。

メ
シ
ャ
ラ
、
ウ
ツ
ギ
な
ど
の
木

の
枝
を
使
っ
て
木
工
ク
ラ
フ
ト

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
ノ
コ
ギ
リ
や
ク
ラ

フ
ト
ナ
イ
フ
等
を
使
っ
て
の
作

業
で
し
た
が
、
手
作
り
の
置
物
、

ブ
ロ
ー
チ
等
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

製
作
し
た
こ
と
で
、
木

の
ぬ
く
も
り
や
、
素
材

と
し
て
の
木
材
の
良
さ

に
つ
い
て
感
じ
て
も
ら

え
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て

は
、
「
空
飛
ぶ
種
子
」

や
「
水
の
土
壌
浸
透
実

験
」
、
そ
し
て
、「
炭
焼
き
体
験
」

や
「
八や

つ
づ
ら面

山
登
山
」
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
間
活

動
を
通
し
て
、
森
林
の
大
切
さ
、

木
材
利
用
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

四
国
四
県
木
材
協
会
等

団
体
長
会
議
が
開
催

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

田
口
森
林
整
備
部
長
よ
り
四
国
局
の

事
業
概
要
説
明


